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倍の硫酸 SM を加え, また培地 1本当りの接種菌量
は 0.1mgとされていたものが,昭和33年以後は SM
含有培地には所定量の2倍のジヒドロストレプ トマイ














研 究 成 績
耐性検査の成績の中,SM,PAS,INHに対す





33年 14.1%,34年 15.4%,35年 29.4% であ
り,SMIOγ不完全耐性以上では,32年 9.8%,









ll t55.0 114.1】21 73.5 t36.9･ 剤 耐 性 E8｣100･O j13･1
耐 性 株 数 1 8
調 査 株 数 1 61
20 E25.6 I 27 t26.0 1 34 150.0























%,33年 14.1%,34年 20.1%,35年 36.9%で
年とともに増加の傾向が著 しく,2割耐性を示
すものは,それぞれ0%,5.1%,1.9%,2.9%
となっており,耐性菌の大部分が SM の 1割耐
図 1
性,及びこれに次ぐSM を中心とした2割耐性






ら,INH を含む2割, 3剤 に耐性を示すもの
























INHでは 10γ,PASでは 100γ に完全耐性が
認められた場合に臨床上の耐性が発現 したもの






































皮 32 F 33 35 1 計
61 1 78 L IO4 1 68 ゴ 311
｢ツ｣反応陽転時期の明らかなもの 1 16 1 36 1 34 】 19 1 105
その中次の限界以上で耐性を示 き監 10γ戸莞





この SM 量の変更については,培 地 作製の
際,硫酸 SM はその力価が約3iに減少するのに
対 して,DHSM の力価は約 % に減少すると報



















































る患者でも, INH 未使用よりも SM 未使用と
いう場合は少い事,いい換えれば既治療開放性
結核患者が INH 耐性菌を啄疾中に排出すると



















可能性 も考えられるが,かかる場合の SM の使
用量は,結核に対する使用量に比すれば微々た
るものであり,どれだけ関係があるかは疑問で
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